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様々な取り組みを
行っています♪

　城下町にある小学校の児童と大
学生が、彦根城の世界遺産登録の
ために自分たちができることを話
し会うなど交流しています。

世代間学習 市民参加の写生大会

　約60年間続いている写生大会。多
くの市民が家族やグループで参加し、
小さな子どもからお年寄りまでが彦
根城に親しむ機会となっています。

PR 動画作成 意見交換・応援 1000人委員会

　世界遺産登録に向
けて、さまざまな動
画を作成しています。

1000 人委員会
会員募集中！

広報ひこねで
毎号連載しています！

▼彦根城の歴史などを紹介しています（写真：1 月号）

▼彦根城の歴史などを紹介しています（写真：1 月号）

①国内の世界遺産暫定一覧表に記載される

②登録条件を満たすための作業（研究・整備など）

③推薦書素案を作成する

④国に推薦書素案を提出する

⑤国で推薦を決定 → ユネスコへ推薦書を提出する

⑥専門機関が現地調査＆評価を行う

⑦ユネスコの世界遺産委員会で登録の可否を決定！

彦根城の世界遺産登録って今どうなってるの？

▼

※彦根城は、昨年、推薦書素案を提出し、国内推薦を受け、
2024年の世界遺産登録を目指していました。現在、国際情勢
の混乱と佐渡島の金山の登録工程に遅れが生じたことからス
ケジュールが不透明になっていますが、市は県と一緒に世界遺
産登録の早期実現に向けて作業を進めていきます！

▼

▼

▼

▼

▼
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見てね♪見てね♪

若者に聞いてみた
若者に聞いてみた

Q. 彦根城へ行ったことある？

Q. 彦根市の好きな場所を誰かに
紹介するならどこ？

Q. そんなまちになるために、中
学生の自分たちでもできるこ
とってあると思う？

Q. 彦根城が世界遺産登録されたら、
彦根はどんなまちになってほしい？Q. らぶひこ会議に参加したきっ

かけは？中学生にインタビュー！中学生にインタビュー！
　地元を調べるフィールドワークの授
業で、私は銀座商店街に行って、「彦根っ
て良いところあるな」「もっと知りたい
な」って思ったのがきっかけです。

　小６の最後らへんに「どっか行
く？」ってなって「彦根城行こか！」っ
て、友達と遊びに行ったことがありま
す。電車で行って、コンビニでご飯買っ
て（城山の）上で食べたり、キャッス
ルロードでお団子を買ってみんなで食
べたりしました。

　大正時代がテーマの四番町スクエア
や、昭和レトロがかわいい銀座商店街、
江戸時代を感じる彦根城。徒歩圏内で、
自分が生まれる前の時代をそれぞれ感
じられるので好きです。なんか懐かし
さがある。

　自分がちょっとでも知ってることを、
楽しみながら、友達とかに広げていけ
たらないいなと思ってて。最近は友
達を誘って BIWAKOビエンナーレに
行って、商店街や彦根城などを一緒に
回りました。会場の１つ「山の湯」を
LINE のアイコンにしたら、「え、それ
どこ？楽しそうやな～」とか送ってき
てくれた子もいたり。そうやって繋がっ
ていけるんじゃないかなと思います。

彦根市立南中学校 2 年生

世界遺産に登録されるための条件は？

　世界遺産とする範囲（赤い枠内）は、中堀から内側と埋
木舎を含めた範囲で、文化財保護法や市の文化財保護条例
に基づいて保護・管理を行っています。
　世界遺産を守るための範囲（青い枠内）は、城下町や琵
琶湖を含めた範囲です。市はこれまで、都市計画法や景観
法などにより、彦根城と調和した歴史彦根城と調和した歴史
的な景観的な景観を守り、市民の暮らしと市民の暮らしと
共存した環境共存した環境を保全してきまし
た。今後は、世界遺産のあ
るまちとして、さらに
良好な環境が確保で
きるよう取り組み
を進めます。

彦根城を守り
伝えるために

彦根城が世界遺産になったら彦根城が世界遺産になったら

SDGsSDGs まちづくりまちづくりな ができる！！
（持続可能）

→彦根城の価値を活かして

　市民、行政、企業、有識者が一
体となって、情報交換を行い、彦
根城の世界遺産登録を応援する
団体です。hikone-wh@ma.city.
hikone.shiga.jp（QR コ ー ド ）
へお申し込みください。

①価値
＜ ２ 〜 ３ P ＞ ＜ ５ P ＞＜ 4 P（ 下 記 ）＞

②保存 ③活用
証明が

できている
管理・体制が

できている
まちづくりの

取り組み

武田 彩揮 さん
さ　　きた け　だ

世界遺産のあるまちづくりについて、み
んなで語り合う「らぶひこ会議（彦根市シティ
プロモーション戦略推進委員会主催）」に参加。

　先人が築き守ってきた彦　先人が築き守ってきた彦
根城を根城を地域みんなで保存し、地域みんなで保存し、
活 用 し て い く活 用 し て い く こ と でこ と で、 伝 統、 伝 統
文化が継承されるだけでな文化が継承されるだけでな
く、 新 た な 地 域 の 魅 力 が 生く、 新 た な 地 域 の 魅 力 が 生
まれていきます。まれていきます。
　 こ の サ イ ク ル が、 彦 根 市　 こ の サ イ ク ル が、 彦 根 市
のの「だれもが住み続けたい・「だれもが住み続けたい・
住みたくなる」持続可能な住みたくなる」持続可能な
まちづくりまちづくりにつなにつな
がると考えます。がると考えます。

　「彦根なんか何もないやん」って思
う人もいるかもしれないですけど、彦
根城の世界遺産登録を通して、まわり
の商店街とかがもっと盛り上がって
ほしい。彦根にはせっかく良いものが
多くあるので“今あるところ”を活か
して、京都に並ぶくらいの観光都市に
なって、「ええなあ～」って言われる
彦根になってほしいです。
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彦根城世界遺産登録推進協議会公式サイト
「おして！世界遺産へ彦根城」 
https://www.hikonejo-worldheritage.jp/

世界遺産セミナー動画
「ここまで来た　彦根城の世界遺産登録」
https://www.youtube.com/watch?v=NuaiOivMfsg

世界遺産セミナー動画
｢ 持続可能なまちづくり｣
https://www.youtube.com/watch?v=lCsm29r0kUg

彦根市歴史まちづくり部文化財課 彦根城世界遺産登録推進室
TEL 0749‐26‐5833   FAX 0749‐26‐5899　hikone-wh ma.city.hikone.shiga.jp

彦根城の価値を守るための保存管理の制度保存

彦根城の価値を活かした持続可能なまちづくり活用

・価値の証明のための調査研究
・保護のための法令や体制等の整備
・地域の機運醸成　等

イコモスによる調査と評価結果の勧告

ユネスコの世界遺産委員会で登録の可否を決定

推薦書素案の作成

国内の世界遺産暫定一覧表に記載

国に推薦書素案を提出

国で推薦を決定後にユネスコへ推薦書提出

彦根城

佐渡島
の金山

※彦根城は 1992 年に暫定一覧表に記載

登録条件を満たす
ための作業

今こ
こ！

世界遺産までの道のり
こちらのサイトや動画をご覧ください。

　資産範囲は、文化財保護法で定める特別史跡あるい
は市の文化財保護条例で定める環境保全地域として、
保護・管理を行っています。
　緩衝地帯は、城下町を中心として設定しています。
世界遺産としては、琵琶湖岸や旧内湖の範囲を含めて
緩衝地帯とし、資産周辺の環境を保全する必要があり
ます。彦根市ではこれまで、都市計画法、景観法、屋
外広告物法などにより、彦根城と調和した歴史的な景
観を守り、市民の生活と共存した歴史都市の環境を形
成していくための計画や規制のしくみを整備してきま
した。さらに、現在は、緩衝地帯として十分なものと
なるよう計画・規制の見直しを進めています。

　彦根城は、これまでも地域のシンボルとして市民の
誇りとなってきました。
　彦根城が世界遺産の登録されることで、「世界遺産」
を地域のブランディングに活用した新たな観光戦略に
より持続的で来訪者にも住民にも望ましい観光を実現
することができます。さらに、地域経済が活性化する
ことで雇用創出や交流・定住人口の獲得等により人口
減少・少子高齢化といった地域課題の解決が期待でき
ます。
　このように、新たな投資を必要としない彦根城をは
じめとする歴史的資産や伝統文化を有効に活用するこ
とが持続可能なまちづくりにつながります。

資産範囲 ( 世界遺産とする範囲 )
緩衝地帯

`

`

国内外からの
来訪者

地域の魅力
増加・再発見

外部からの評価

団体

持続可能なまちづくり

資産

地域コミュニティ

文化の保存継承、新たな魅力の
創造や地域発展の原動力

個人

資産が誇りとなり、
地域の結束が強化

学校

行政

世界遺産

保存と活用の循環サイクル➡

消費
移住・人口流入など

観光収益
雇用創出など

シティープロモーション
魅力ある暮らしやすいまち

誘客

地域ブランド

企業

保存
魅力発信
伝統文化継承
まちづくり
景観保全
学習など

➡
世界遺産に
ふさわしい
まちづくり

世界遺産のあるまち彦根

もっと知りたい方は

世界遺産世界遺産

地域発展の地域発展の
原動力になる！原動力になる！

地域の魅力の地域の魅力の
再発見再発見

外部からの評価外部からの評価

資産が誇りに！資産が誇りに！
地域の結束が強化地域の結束が強化

地域コミュニティ地域コミュニティ
＜団体・個人・学校・行政・企業＞
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あるまち「彦根」

国内外から国内外から
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伝統文化の継承

景観保全

魅力発信
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保存と活用の保存と活用の
サイクルサイクル

彦根らしさ
を活かそう

！
彦根らしさ

を活かそう
！

彦根ええかも！

彦根いいやん！

彦根のまちって、どうなるのかな？彦根のまちって、どうなるのかな？
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彦根城世界遺産登録推進室彦根城世界遺産登録推進室

三尾 次郎三尾 次郎室長補佐室長補佐


